
大阪赤十字病院 （大阪府） 

 
病床数 

952 床 

 

病院の特徴 
大阪赤十字病院では、「心のかよう高度の医療」をコンセプトに、質の高い医療とサービスを目指し、最新の設

備と機能を備えた診療体制を整えている。また、高度医療・急性期医療への対応としてICU、CCU、救急病床、人

工透析、放射線治療（リニアック他）、小児専用病床及びNICU、手術室16室（日帰り手術・バイオクリーン対応

等）を設置し、いつでも誰でも高度な医療が受けられる体制となっている。 

外来診療部門は、受付から会計までの患者さまの流れを簡素化し、時間の短縮を図るための新システム「フ

ルオーダリングシステム」を導入し、自動再来受付機、自動精算機また検査部門には採血受付機を設置し、再

診予約制の拡充や各診療科の受付を統合したブロック受付を導入するなど、患者さまをお待たせしない病院を

目指している。 

また、災害拠点病院として災害時用の医薬品・資機材の医療救護セットを備蓄し、屋上にはヘリコプター緊急

離着場を設置している。平成 18 年 4 月から国際医療救援部を設置し、赤十字事業としての国際救援活動に職

員を派遣している。 

 
医師数 

233 名（2010年 4月 1 日現在） 

 
初期研修医定員 １年次 
単独型  9 名（2010 年実績）/たすきがけ 2名（2010年実績） 

 
     〃  ２年次 
単独型 10 名（2010年実績）/たすきがけ ３名（2010年実績） 

 
処遇 
１．身分：1年ごとに契約更新する常勤嘱託 

２．研修手当：①給与 1 年次 35万円（諸手当込）、2年次 37 万円（諸手当込） ②賞与 年 2 回各 10 万

円 

３．勤務時間および休日：職員に準じる 

４．休暇：嘱託・臨時職員及びパートタイマー就業規則に準じる 

５．宿直：平均月 4～5回 

６．時間外勤務：時間外手当は給与に含まれる 

７．宿舎及び病院内の個室の有無：有り（空室がある場合）。通勤・住宅手当は規定内で支給する 

８．社会保険・労働保険：加入 

９．健康管理：年 1 回健康診断を実施 

をはっきりさせて記事をまとめる役に立ち

ます。 

見出しの例として、「弊社製品○○賞受

賞」、「○○で効率アップ!」、「会員数○○

人突破」、「新店舗開店」などがあります。 

デザインを決めます。Publisher には、い

ろいろなスタイルを使った各種印刷物のデ

ザインが用意されています。その中から目

的に合ったデザインを選んでください。 

次に、ニュースレターにどれだけ時間と費

用をかけるか決めます。かけられる時間と

費用によってニュースレターを発行する回

数や記事の分量もある程度決まります。読

者に定期的に発行されるニュースレターだ

ということが分かるよう、少なくとも年４回発

行することをお勧めします。 
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目次： 

図や写真の説明を記入します。 

http://www.osaka-med.jrc.or.jp/


１０．医師賠償責任保険：加入 

１１．外部の研修発表に関する事項：2 年次のみ年 1 回を限度として院長が認めた全国学会で演題発表者に、

3 万円を上限として旅費を支給する。 

 
研修プログラムの特徴 
当院における研修プログラムの目的は、すべての研修医が、医師としての人格を涵養し、将来の専門性にかか

わらず、医学・医療の社会的ニーズを認識しつつ、日常診療で頻繁に遭遇する病気や病態に対応できるよう、プ

ライマリ・ケアの基本的な診療能力（態度、技能、知識）を身に付けることである。プライマリ・ケアをはじめとした

様々な診療に携わり、臨床の最前線の場での最新の治療や、EBMに基づいた診療の実際を経験することが出来

る。臨床研修に必要なすべての研修を本院内で行うことができ、研修管理委員会が中心となってプログラムを管

理・運営するため、すべての研修医に対して公平で一貫した臨床研修を提供できる。研修医は、2年間の臨床研

修修了後、各診療科の専門医（後期研修医）研修プログラムに応募し、卒後臨床研修から継続して専攻医研修

を受けることができる。 

 
指導医から学生さんへのメッセージ 
大阪市内にある当院は、多くの患者さまの診療にあたり、地域を代表する急性期病院としての役割を担ってお

り、当院が有する症例の多さは、研修医の期待に応えられるものと確信しています。当院では、プライマリ・ケアの

基本的な診療能力を身に付け、医師として求められる姿勢や人間性の向上を目指していただきます。そのために、

注意深く問題点を見抜き、自ら積極的に学ぶ姿勢が必要です。学生の皆さんには、日ごろから医学的知識を高

め、常に課題に関心を持ち、社会人としての素養を培ってほしいと思います。 

 
研修スケジュール（年間） 
 
1年目 

内科 

6月 

救急 

2月 

麻酔科 

2月 

外科+外科系* 

1月  1 月 

外科系*：外科系診療科より選択 

2年目 

小児科 

2月 

産婦人科 

2月 

精神 

1月 

地域* 

1月 

選択科 

6月 

地域医療*：協力病院、診療所 

 
研修医からのコメント 

 
 
 
 
 
 
 

救急当直は全く寝られない日も多々ありましたが、２年間

の研修で最も自分の力になったと思います。上級医の先

生や同期の研修医に皆面白い人ばかりで楽しく研修でき

ました。 

発行日 

第 1巻 第 1号 


